
　６月20日（金）、大崎町内水面種苗採捕組合、
有明町シラスうなぎ種苗採捕組合、㈱鹿児島鰻、
㈱斉藤商店の皆さんが、クロコと呼ばれる稚魚
をメインに大小合わせて約13,800匹のうなぎを
放流しました。
　うなぎは、主に川や湖などの淡水域で成長し、
海で産卵する降河回遊魚（こうかかいゆうぎょ）
と呼ばれる魚で、うなぎの帰巣本能を利用し、
12月に解禁となるシラスウナギ漁での捕獲を増
大させることを目的に毎年実施されています。

うなぎ放流

　次世代を担う児童の皆さんに税の意味や役割を
正しく理解していただくため、大丸小学校６年生
の児童12名を対象に租税教室がおこなわれまし
た。この教室は、国・地方自治体等で構成する曽
於地区租税教室協議会が主催し、毎年実施してい
るものです。講師は今年度税務課に配属となった
岩元かほさんで、「税金について」「税金がなかった
社会の大変さ」について講義がおこなわれました。
　講義の中では、公共施設の地図記号クイズ、国
税庁提供のDVDの視聴、１億円の札束見本品を
手に取る体験などとても賑やかな講義になりまし
た。

租税教室の開催

　６月７日(土)から８日(日)、大崎町中央運動公園
グラウンドにおいて、大崎町ラグビーフットボール
協会主催の正栄物流杯が開催され、京都成章高等学
校、大分東明高等学校、鹿児島工業高等学校が参加
し、３校での熱い戦いが繰り広げられました。
　7日(土)は、京都成章高等学校の練習にラグビー
キッズも一緒に参加し、子どもたちも大興奮の様
子でした。大会当日は雨の降る中にも関わらず、
たくさんの観客が訪れ大きな声援が選手たちに送
られていました。

ラグビー大会

　6月7日(土)、８日(日)の２日間にわたり大阪府
泉佐野市で開催された「まるかじりJAPAN」に出
店しました。これは2025年大阪・関西万博にあ
わせておこなわれたもので泉佐野市と全国の協
定締結先自治体が特設ブースで特産品やグルメ
の販売PRをするものです。
　訪れた方々に大崎町の魅力を伝えながら多く
のお客様に商品を手に取ってもらい、開店前から
行列ができ、両日ともに完売で大盛況となりまし
た。また７月も出店予定となっています。

まるかじりJAPAN
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